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第１０回 東京湾カップ 

記念大会 「貝道杯」 

三崎・横濱ヨットレース 

 

      帆走指示書                                         
                       

主 催     （公財）日本セーリング連盟加盟団体 外洋東京湾 

後 援     横浜ベイサイドマリーナ株式会社 

協 力     ＪＳＡＦ加盟団体外洋三崎、ＪＳＡＦ加盟団体三浦外洋ＳＣ、 

ＪＳＡＦ加盟団体外洋湘南、一般社団法人 横浜ヨット協会, 

横浜市民ヨットハーバー、横浜ベイサイドマリーナボートクラブ、 

横浜ベイサイドクラブ、横浜ベイサイドヨットクラブ、 

横浜ベイサイドマリーナヨットクラブ、横浜港ボート天国推進連絡協議会 

日 程     ２０２６年４月２６日（日） 

レース公示並びに本帆走指示書の規則での【ＤＰ】の表記は、その規則の違反に対す

るペナルティーをプロテスト委員会の裁量により軽減することが出来ることを意味

する。 

【ＮＰ】は、ボートによる抗議の根拠とならない規則を示す。 これはＲＲＳ ６０．１を変更し

ている。 

1)適用規則  

1-1 本ヨットレースには「セーリング競技規則２０２５-２０２８」に定義された規則が適 

用される。（以下ＲＲＳとする） 

1-2 ＩＲＣクラスは「ＩＲＣ Ｒｕｌｅ ２０２６」を適用する。 

1-3 ダブルハンドクラスの乗員は２名とする。 

1-4 クルージングクラス、ダブルハンドクラスのハンデキャップは大会独自のハンデキャッ 

プを使用する。 

1-5 【ＤＰ】レース参加者全員が個人用浮揚用具を着用しなければならない。    

  なお、ＯＳＲ国内規定を適用する。 

1-6 外洋特別規定２０２６-２０２７付則 B インショアレース用特別規定を適用する。 

1-7 三崎・横濱安全特別規定を適用する。（ＮoＲ２３） 
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2)帆走指示書の変更 

2-1 帆走指示書の変更は、４月２５日（土）の０９：００までに、以下の外洋東京湾のホーム

ページに掲載される。 

外洋東京湾のホームページ：https://jsaf.tokyo  

2-2 帆走指示書を、４月２５日（土）の０９：００以降に変更する場合は、予告信号までにス

タート運営艇にＬ旗を掲げ変更内容を通告する。 

 

3)競技者とのコミュニケーション 

3-1 競技者への通告は、外洋東京湾のホームページに設置された公式掲示板に掲示される。 

3-2【ＤＰ】緊急の場合を除き、レース中の艇は無線送信も、全ての艇が利用できない無線通信

の受信もしてはならない。また、この制限は携帯電話にも適用する。但し、全レース参加艇

が同じように受信できる情報（ＧＰＳ、天気予報、海象気象に関する情報）はこの限りでは

ない。 

  

4)日程 

4-1 ２０２５年４月２６日(日) ０７：５５ 

ＩＲＣ・クルーザー・ダブルハンドクラス スタート予告信号。 

 

5)クラス旗 

5-1 ＩＲＣクラス   （ピンク） 

5-2 クルーザークラス （グリーン） 

5-3 ダブルハンドクラス（イエロー） 

5-4 【ＤＰ】参加艇はクラス旗と同色の参加フラッグ(ダブルハンドクラスはイエローのリボン)

をバックスティのデッキより１．５ｍの高さに掲揚しなければならい。 

5-5 参加フラッグは艇長会議で配布する。 

 

6)コース 

6-1 三崎小網代沖スタート⇒城ヶ島の南側通過⇒横浜ベイサイドマリーナ沖フィニッシュ。

（三崎・横濱ヨットレース コース図参照） 

 

7)スタート 

7-1 レースはＲＲＳ２６を用いて、以下の信号を用いてスタートさせる。 

スタートまでの時刻（分）  視覚信号    音響信号    意味 

      ５          クラス旗      1声      予告信号 

      ４          P旗、Ｉ旗      1声      準備信号 

      １          準備信号降下  長音１声    １分前 

      ０          クラス旗降下   １声       スタート信号 

https://jsaf.tokyo/
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7-2 スタートラインは、オレンジ旗を掲揚したスタート運営艇のポールと相模湾網代崎沖浮標

（通称赤白ブイ）のコース側の間とする。 

(東京湾カップ 三崎・横濱レース スタート図参照)  

7-3 スタート運営艇は、外洋東京湾のクラブバージを掲揚したヨット（艇名：VIRIDIAN 艇種 X-332 

艇の色は白）とする。 

7-4 スタート信号前の２分間に、艇体がスタートラインのコース・サイドにあり、その艇が特

定される場合には、レース委員会はＶＨＦチャンネル（７４）で、その艇名またはセー

ル番号を送信するように努める。但し送信することが出来なかったり、送信のタイミン

グが的確でなかったとしても、救済要求の根拠にならない。これはＲＲＳ61.1(a)を変更

している。 

7-5 ＲＲＳ２９（リコール）、ＲＲＳ３０（スタートのペナルティー）に係わる規則違反につい

ては、所要時間の５%をタイムペナルティーとして課す。 

7-6 スタート信号後、１０分以内にスタートラインをプレスタート・サイドからコース・サイ

ドに向かって横切らない艇は、審問なしに所用時間に３％のタイムペナルティーを課す。

このペナルティーは救済要求の根拠とはならない。これはＲＲＳ61.1(a)を変更している。 

 

8)フィニィシュ 

8-1  フィニッシュラインは、横浜ベイサイドマリーナ沖に停泊したブルー旗を掲揚したフィニ 

ッシュボート（艇名 レッドフロンティア 艇種 ヤマハ イグザルト３６ ハルの色 赤 モーター 

ボート) のポールと金沢材木埠頭防波堤先の白灯台との間とする。 

（三崎・横濱ヨットレース フィニッシュ位置図参照） 

 

9)ペナルティー方式 

9-1 セーリング競技規則第２章の規則違反についてはＲＲＳ４４.１に基づき「２回転ペナル 

ティー」を適用する。 

 

10)レース・タイム・リミット 

10-1 全艇のレース・タイム・リミットは１５：００とする。この項はＲＲＳ３５、付則Ａ５ 

を変更している。 

10-2 ゼネラルリコール等でスタート時間が変化しても、全艇のレース・タイム・リミットは変 

更しない。 

 

11)審問の要求 

   11-1 抗議の意思のある艇は、相手艇に抗議の意思を伝えるため、赤旗を掲げ、抗議の要件であ 

る相手艇にプロテストと声をかけたかを確認して、フィニッシュ時にフィニッシュ運営 

艇にその旨を通告しなければならない。 

11-2 抗議の意思をフィニッシュ時にフィニッシュ運営艇に通告した艇は下記のアドレスに抗 

議の内容をフィニッシュ後１時間以内にメールで送ること。 



 4 

race@jsaf.tokyo  

 11-3 審問の時間、場所については抗議の内容メールで受理した後に関係者に通知する。 

 

12)安全規定 

12-1 海上チェックイン 

【ＤＰ】参加艇はスタート海面で予告信号10分前までにチェックインを受けなければな

らない。参加艇はＬ旗を掲揚したスタート運営艇を右に見てスターン側から機走又は帆

走し、スタート運営艇から艇名またはセールナンバーを呼ばれたことをもってチェック

インを受けたこととする。 

12-2 帰着申告 

【ＤＰ】参加艇は、フィニッシュ後１時間以内に、横浜ベイサイドマリーナに設置され

た陸上レース本部に参加フラッグを返却することで帰着申告とする。陸上レース本部閉

鎖後の参加フラッグの提出先は艇長会議で指示する。 

12-3 レース途中でリタイアする艇は海上レース本部に電話連絡する事「SI 16-2」参照。 

12-4 参加申込をして、艇長会議に参加したがレースに参加しない艇は、海上レース本部「SI 

16-2」の開設時間内に必ず連絡すること。 

 

13)エンジンの使用 

13-1 RRS４２．３（i）により落水者救助、遭難艇(船舶)救助、他の船舶との衝突回避(緊急避 

難)、離礁その他緊急かつ切迫した事態に対処するためにエンジンを使用することが出来 

る。ただし、自艇が有利になるようにエンジンを使用してはならない。 

13-2 【ＤＰ】レース中にエンジンを使用した場合は外洋東京湾のホームページにＵＰされてい 

るエンジン使用報告書に内容を記入し帰着申告時に提出すること。 

        

14)参加者の義務 

14-1 艇と乗員の安全の確保はオーナーの避けられない責任であり、オーナーは、所有艇が十 

   分に艤装され、かつ必要な耐航性を保ち、荒天の海にも適した経験豊かなクルーを乗り 

組ませるように全力を尽くさなければならない。オーナーは艇体、スパー、リギン、セー 

ル及び全ての備品を確実に整備し、備品が適正に維持格納され、それらの使用方法と格 

納場所を全ての乗員に熟知させておかなければならない。 

14-2 ＲＲＳ３には『レースに参加するか、またはレースを続けるかについての艇の決定の責

任は、その艇のみにある。』とある。大会に参加することによって、それぞれの競技者は、

セーリングには内在するリスクがあり、潜在的な危険を伴う行動であることに合意し、

認めることになる。これらのリスクには、強風、荒れた海、天候の突然の変化、機器の故

障、艇の操船の誤り、他艇の未熟な操船術、バランスの悪い不安定な足場、疲労による障

害のリスクの増大などがある。セーリング・スポーツに固有なのは、溺死、心的外傷、低

体温症、その他の原因による一生消えない重篤な障害、死亡のリスクである。 

 

mailto:race@jsaf.tokyo
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15)当日の乗員登録の変更 

15-1 レース当日の乗員登録は４月２６日(日) ０７：００迄にメールにて行う。 

   15-2 乗員変更など当日の届出用のメールアドレス。 

  race@jsaf.tokyo  

 

16)レース委員会所在地・連絡先 

   16-1 横浜ベイサイドマリーナ  

陸上レース本部  TEL ０９０-３０４７-６３２３ 

４月２６日(日）０８：００～１８：００まで。  

16-2 海上レース本部及びスタート運営艇 

    海上レース本部（フィニッシュ運営艇 ）  TEL  ０８０-３５０１-１７７６ 

       スタート運営艇             TEL  ０８０-３５０１-１７７６ 

４月２６日(日) ０８：００～１８：００まで。      

   16-3 レース当日のＶＨＦは７４チャンネルを使用する。 

 

17)トラッキングシステム 

17-1 【ＤＰ】ＡＩＳ搭載艇はレース中有効に作動させなければならない。 

17-2 【ＤＰ】当レース参加艇は、指定されたトラッキングシステムをインストールしたスマートフォン

を準備し、レース中動作させなければならない。レース中は各艇1台（2台以上不可）のエントリ

ーとし、Ｗｉ-Ｆｉ通信はＯＦＦにすること。尚、アプリケーションの設定、使用方法などの詳細は艇

長会議で別途説明する。 

18)肖像権および撮影 

18-1 本レースに関係する参加者、および参加者の艇や装備に関し撮影された映像またはその 

製版については、参加者が対価を求めることなく、主催者側の独自の判断で使用できる 

ものとする。尚、本レースでは、運営艇によるカメラ撮影に加えて、ドローンを利用し 

た撮影を行う場合がある。 

 

19)天候等によるレース中止等の判断並びに参加艇への連絡 

19-1 荒天予報により大会開催が不可能な場合は事前に外洋東京湾のホームページの公式掲示 

板に掲示する。 

外洋東京湾 URL https://jsaf.tokyo 

 

海上保安庁 緊急電話番号１１８     

 以上 

mailto:race@jsaf.tokyo
https://jsaf.tokyo/


 
 

網掛け部を監視

艇が監視する 

スタート 

フィニッシュ 



 

運営艇兼監視艇（スタート）位置 

北緯 35度10分10秒 

東経139度35分96秒      

（付近） 

競技艇 

本部艇兼監視艇（スタート） 

競技艇 
本部艇兼監視艇（スタート）位置 

 北緯 35度10分10秒 

 東経139度35分96秒 （付近） 

相模湾網代崎沖浮標（通称赤白ブイ）と本部艇兼監視艇（スタート）の間をスタートする 



運営艇兼監視艇 

 

本部艇兼監視艇（フィニッシュ） 

 北緯 35度22分50秒 

 東経139度39分25秒 

           （付近） 

競技艇 


